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人
が
集
う
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
毎

週
木
曜
日
午
後
８
時�

10
時
に
南

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
や

フ
ッ
ト
サ
ル
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

ま
す
。
経
験
者
だ
け
で
は
な
く
、

初
心
者
の
参
加
者
も
多
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
新
規
メ
ン
バ
ー
も
随

時
募
集
中
で
す
の
で
、
ボ
ー
ル
を

蹴
り
た
い
方
、
是
非
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

問
い
合
わ
せ
は
代
表
（
携
帯
・

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
０
８
１
２
・
１
８

３
０
・
９
８
８
７
）
ま
で
。

˝
ಢ
໦
ݝ
ਓ
ձ

栃
木
県
人
会
は
年
に
２
、
３

回
、
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

「
毎
回
参
加
人
数
が
10
人
程
度

で
、
ち
ょ
う
ど
良
い
感
じ
で
気
楽

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
会
で
す
。

栃
木
県
に
少
し
で
も
縁
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
」問

い
合
わ
せ
は
幹
事
の
河
野

さ
ん
（
メ
ー
ルL265434 !

HN
BM�

DPN

）
ま
で
。

˝
৽
ۃ
ਅ
ձ
ۭ
ख
ϙ
ン
υ
ỽ
ク
イ

ン
μ
ಓ
場

新
極
真
会
空
手
ポ
ン
ド
ッ
ク
イ

ン
ダ
道
場
は
毎
週
土
曜
午
前
９
時

〜
11
時
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ブ
ラ

ン
ズ
・
シ
マ
ト
ゥ
パ
ン
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
の
ジ
ム
内
ス
タ
ジ
オ
に

て
、
空
手
の
稽
古
を
開
催
し
て
い

る
。「

初
心
者
、
女
性
、
体
を
動
か

し
た
い
方
、
大
歓
迎
！
」

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の

新
井
さ
ん	

メ
ー
ルN

FN
CPX

@
IJSPN

J!
ZBIPP�DP�KQ


ま
で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
ઁ
ೆ
ձ

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
摂
南
会
」
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
常
翔

学
園
の
一
員
で
あ
る
摂
南
大
学
、

大
阪
工
業
大
学
、
広
島
国
際
大
学

の
出
身
者
を
中
心
に
不
定
期
で
懇

親
会
を
開
催
し
て
い
る
。
20
〜
50

代
の
駐
在
員
と
共
に
駐
在
員
の
家

族
も
参
加
す
る
親
し
み
や
す
い
会

で
す
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ
は
北
村
さ
ん

（
メ
ー
ルLJUBN

VSB!
N
BTVZB�

DP�JE

）
ま
で
。

˝
೗
ਫ
ձ

一
橋
大
学
の
同
窓
会
。
卒
業

生
、
留
学
生
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中

心
に
、
約
50
人
の
会
員
が
在
籍
し

て
い
る
。
懇
親
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
、
海
釣
り
な
ど
を
中
心
に
定
期

的
に
如
水
会
員
が
集
結
し
、
メ
ン

バ
ー
間
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
池
北
さ
ん
（
メ

ー
ル�:�*LFLJUB!

N
JUTVJ�DPN

）

ま
で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
ന
໳
ձ

中
央
大
学
の
同
窓
会
で
あ
る

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
白
門
会
」
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
半
年
に
一

度
を
目
安
に
懇
親
会
を
開
催
し
、

情
報
交
換
や
学
生
時
代
の
思
い
出

話
等
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
業
界
に
会
員
が
お
り
、

毎
回
色
々
な
話
題
で
盛
り
上
が

り
、
中
大
ら
し
さ
溢
れ
る
会
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
不
定
期
で
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
等
も
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
参
加
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
須
能
さ
ん
（
メ

ー
ルTVOP!

MBDUP�BTJB�DPN

）
ま

で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
ࡾ
ా
ձ

慶
應
義
塾
大
学
の
同
窓
会
「
ジ

ャ
カ
ル
タ
三
田
会
」
は
、
会
員
を

募
集
中
。
定
期
的
に
懇
親
会
や
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
会
社
や

世
代
の
垣
根
を
超
え
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
告

知
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
三
田

会
」
と
検
索
し
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
！問

い
合
わ
せ
は
植
田
さ
ん

（
メ
ー
ルVFEBIPLVUP!

HN
BJM�

DPN

）
ま
で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
໠
ދ
ձ

球
団
創
設
90
周
年
の
タ
イ
ガ
ー

ス
！
去
年
は
ア
レ
ン
パ
達
成
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
年
こ
そ
は
優
勝

間
違
い
な
し
！
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎

月
観
戦
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
応
援
し

ま
せ
ん
か
？
初
対
面
感
な
く
、
最

初
か
ら
盛
り
上
が
れ
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
は
須
賀
井
さ
ん

（
メ
ー
ルN

BTUFSN
BTB2004 !

ZBIPP�DP�KQ

）
ま
で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
ۅ
ӂ
ձ

桐
蔭
学
園
出
身
者
の
集
ま
り

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
桐
蔭
会
」
は
、
新

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。
20

〜
60
代
の
男
女
約
30
人
が
登
録
。

２
〜
３
カ
月
に
１
回
、
昔
話
に
花

を
咲
か
せ
な
が
ら
懇
親
会
や
ゴ
ル

フ
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

「
神
奈
川
県
の
桐
蔭
学
園
高
校

の
同
窓
会
で
す
。
設
立
11
年
目
で

す
。
食
事
会
と
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
」

問
い
合
わ
せ
は
近
藤
さ
ん
（
メ

ー
ルOBPIJLP�L�ZPLPIBN

B!
HN
BJM�DPN

）
ま
で
。

˝
̟
̟
̘
ਤ
ॻ
Ϙ
ϥ
ン
ς
ỹ
Ξ

居
心
地
の
良
い
Ｊ
Ｊ
Ｃ
ス
ナ
ヤ

ン
セ
ン
タ
ー
で
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
毎
週
水
曜
日
午
前
10

時
か
ら
12
時
ぐ
ら
い
ま
で
活
動
し

ま
す
。
本
の
整
理
、
リ
ク
エ
ス
ト

が
あ
っ
た
本
の
購
入
、
寄
付
本
の

仕
分
け
、
図
書
販
売
会
の
手
伝
い

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
賑
や
か
で

楽
し
い
集
ま
り
で
す
。
無
理
な
く

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ｊ
Ｃ
個
人

部
会
（
メ
ー
ルLPKJOCVLBJ!

KKD�
PS�JE

）
ま
で
。

˝
イ
ン
υ
ω
γ
Ξ
北
ؔ
౦
ձ

北
ؔ
౦
̏
	ݝ

ಢ
໦
ɾ
܈
അ
ɾ
ҵ

৓


ग़
਎
の
コ
ϛ
ỿ
χ
ς
ỹ
Λ
ൃ

଍
͠
·
͢

北
関
東
出
身
者
同
士
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
近
い
う
ち
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で

食
事
会
を
開
催
予
定
で
す
。
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
稲
葉
さ
ん
（
メ

ー
ルLPTVLF�JOBCB0621 !

HN
BJM�

DPN

）
ま
で
。

˝
Ϡ
Ϛ
Ϟ
ト
Ϟ
ナ
ス

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
一
番
ク
レ
イ
ジ

ー
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
。
ロ
ー

ド
ラ
ン
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
通
じ

て
自
ら
の
限
界
に
挑
み
、
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
人
生
を
描
く
仲
間
を
募

集
中
！

私
た
ち
と
一
緒
に
、
刺
激
的
で

パ
チ
パ
チ
キ
ラ
キ
ラ
し
た
「
想
ひ

出
」
を
刻
み
ま
せ
ん
か
？
Ｇ
Ｂ

Ｋ
、
ス
ン
ト
ゥ
ー
ル
、
バ
ン
ド
ン

（
週
末
）
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
実
績
・
２
０
１
９
年
ジ

ャ
カ
ル
タ
絆
駅
伝
第
２
位
、
24

年
Ｕ
Ｉ
ウ
ル
ト
ラ
70
㌔
リ
レ
ー

第
２
位
５
時
間
11
分
33
秒

問
い
合
わ
せ
は
、
村
田
さ
ん

（
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
０
８
１
３
・
１

５
３
７
・
６
０
２
９
）
ま
で
。

˝
δ
Ỿ
Χ
ϧ
タ
ӑ
ࡀ
ձ

ジ
ャ
カ
ル
タ
丑
歳
（
う
し
ど

し
）
会
は
、
１
９
４
９
年
生
ま
れ

の
親
丑
会
、
61
年
生
ま
れ
の
仔
丑

会
、
73
年
生
ま
れ
の
孫
丑
会
、
85

年
生
ま
れ
の
ひ
孫
丑
会
、
女
子
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
５
日
曜
に
は
丑
歳
年
代
対
抗

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
時
ば
か
り
は
昼
食
代
の

負
担
を
巡
り
火
花
を
散
ら
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
年
代
で
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
や
懇
親
会
を
随
時
開
催
し
て

い
る
。
「
ス
ト
レ
ス
の
多
い
海
外

生
活
の
中
で
、
気
兼
ね
な
い
同

期
・
同
学
年
と
過
ご
す
時
間
は
本

当
に
癒
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
」

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
の
秋
元

さ
ん
（
メ
ー
ルBLJN

PUP!
LSN

�
DP�JE

）
か
、
女
子
部
の
高
岡
さ

ん
（
同ZVLJ�UBLBPLB!

ZBIPP�
DPN

）
ま
で
。

告
知

˝
「
ࢿ
ຊ
ۚ
ؔ
࿈
๏
վ
ਖ਼
ɾ
ݮ

ࢿ
ʗ
イ
ン
υ
ω
γ
Ξ
事
業
の
Ӧ

業
ɾ
ू
٬
Λ
ݟ
௚
͢
ứ
̬
̴
̱
の

ݟ
͑
Δ
Խ
Ừ
の
࢝
Ί
ํ
」
η
ϛ
ナ

ồ
։
࠵
の
͓
஌
Β
ͤ

売
上
ア
ッ
プ
＆
コ
ス
ト
削
減
を

「
資
本
金
適
性
化
」
と
「
ｗ
ｅ
ｂ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
２
層
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
日
時
：
２
０
２

６
年
７
月
22
日
（
水
）
14
：
00
〜

15
：
00
Ｗ
Ｉ
Ｂ

開
催
方
法
：
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
　
　
参
加
費
：
無
料
　
　
　

申
し
込
み
は
、

I
U
U
Q
T
��
�
V
T
0
6
X
F
C
�

[
P
P
N
�V
T
�
X
F
C
JO
B
S
�

SFHJTUFS�1217821985153 �8
/@

3[UB5 ,"
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ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
】N

JZBN
PUP!

LFZTUPOF�JOEPOFTJB�DPN

　
　

（
締
切
：
２
０
２
６
年
７
月
21

日
）

※
同
業
者
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
お

願
い
し
ま
す
。

▼
ς
ン
μ
ồ
フ
ỽ
ト
ΰ
ϧ
フ
同
好

会

第
264
回
コ
ン
ϖ
参
加
者
募
集

ゴ
ル
フ
初
心
者
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
初
心
者
を
応
援
す
る
テ
ン
ダ
ー

フ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
同
行
会
は
、
第

２
６
４
回
コ
ン
ペ
を
７
月
26
日

（
日
）
に
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
の
ポ
ン

ド
ッ
ク
・
チ
ャ
ベ
ゴ
ル
フ
場
で
行

う
予
定
で
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
（
募
集
締
切
日
：
７
月
16
日

（
木
）
、
48
人
の
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、UFOEFSGPPU

HPMGDPN
QF!

HN
BJM�DPN

ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

˝
ベ
ビ
Ϛ
Ϛ
Ϧ
フ
Ϩ
ỽ
γ
ỿ
ձ

ジ
ャ
カ
ル
タ
マ
ザ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）
プ
レ
マ
マ
グ
ル
ー
プ

は
、
７
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
（
受
付
開
始
午
前

９
時
45
分
）
ま
で
Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｚ

Ｓ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｕ
ｐ
ａ
ｎ
の
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ
ｃ
ａ
ｒ

ｅ
で
、
ベ
ビ
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

会
を
実
施
す
る
。
お
子
さ
ん
の
月

齢
の
近
い
マ
マ
同
士
の
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
、
質
問
タ
イ
ム
な
ど
。

参
加
対
象
は
１
〜
12
か
月
の

お
子
さ
ん
の
マ
マ
（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
会

員
）
。
定
員
は
15
名
。

申
し
込
み
は
フ
ォ
ー
ム

（IUUQT���KN
DQSFN

BN
B�

XJYTJUF�DPN
�IPN

F�FWFOU
�

ま

で
。申

込
締
切
は
７
月
12
日

（
日
）
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ｍ
Ｃ

プ
レ
マ
マ
グ
ル
ー
プ
（IUUQT���

KN
DQSFN

BN
B�X
JYTJUF�DPN

�
IPN

F�UPJBXBTF

）
ま
で
。

˝
イ
ン
υ
ω
γ
Ξ
ཧ
૭
ձ
࠙
਌
ձ

の
͓
஌
Β
ͤ

東
京
理
科
大
学
・
校
友
会
・
理

窓
会
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
で
あ

る
当
会
は
、
本
年
度
、
２
回
目
の

懇
親
会
及
び
歓
送
迎
会
を
７
月
９

日
（
木
）
午
後
７
時
よ
り
海
宝
丸

（
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
）
に
て
開
催
し
ま

す
。東

京
理
科
大
学
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
は
何
方
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
木
村
さ
ん
（
ワ

ッ
ツ
ア
ッ
プ
０
８
１
５
・
１
３

７
０
・
６
１
５
７
、
メ
ー
ル

TUSLJN
VSB!

BPM�DPN

）
ま
で
。

˝
タ
Χ
ハ
γ
ձ
、
࠙
਌
ձ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住
の
「
高
橋

さ
ん
」
が
集
ま
る
タ
カ
ハ
シ
会

は
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ブ
ロ
ッ
ク

Ｍ
の
「
樹
林
」
に
て
７
月
11
日

（
土
）
第
５
回
タ
カ
ハ
シ
会
を
開

催
す
る
。

高
橋
姓
は
日
本
で
３
番
目
に
多

く
、
日
本
の
人
口
比
率
か
ら
す
れ

ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
１
０
０
名

以
上
は
い
る
は
ず
。
高
橋
さ
ん
同

士
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
定

期
開
催
し
て
い
ま
す
。
旧
姓
高
橋

の
方
も
歓
迎
で
す
！

問
い
合
わ
せ
は
高
橋
秀
幸
さ
ん

（
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
０
８
１
２
・

９
８
４
１
・
０
８
８
８
、
メ
ー

ルIJEFQUBLB!
ZBIPP�DPN

）
ま

で
。

˝
̟
２
ω
ỽ
ト

１
９
９
９
年
10
月
に
発
足
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｊ
２
ネ

ッ
ト
（
Ｊ
ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
）
で

す
。
「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範

囲
で
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
困
難

な
状
況
で
暮
ら
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

主
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
保
護
施
設
・
特
別
支
援
学
校
・

幼
稚
園
へ
の
支
援
や
交
流
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
２

年
11
月
に
地
震
が
発
生
し
た
チ
ア

ン
ジ
ュ
ー
ル
へ
は
、
継
続
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る

方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
（
メ
ー

ルK2 OFU�JE!
HN
BJM�DPN

）
ま
た

は
山
崎
さ
ん
（
携
帯
・
Ｗ
Ａ
０
８

１
２
・
１
９
２
３
・
７
４
０
８
）

ま
で
。

˝
̟
Ａ
Ｐ
Ａ
̧
̩
Ａ

Ｆ
̘

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ａ

Ｆ
Ｃ
は
20

〜
40
代
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
日
本

県人会や同窓会、同好会など邦人グループの活動報告を掲載しています。原稿は240～360字程度
になるよう編集し、写真があれば1枚まで掲載可能です。団体名、開催日時、場所、内容、原稿の
執筆者名を記載のうえ、じゃらんじゃらん（メールjalanjalan@jkshimbun.com）まで。

େ
୩
ᠳ
ฏ

大
変
だ
、
大
変

だ
、
阿
部
社
長
が
突
然
に
交
代

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

��

佐
生
修
郎

就
任
当
初
か
ら

会
社
業
績
を
大
幅
に
伸
ば
し
た

敏
腕
社
長
の
慎
之
介
君
が
本
帰

国
か
。

େ
୩

僕
も
急
な
決
定
で
少

し
驚
い
て
い
る
。
社
長
交
代
は

一
般
社
員
の
交
代
と
比
べ
て
考

慮
す
る
点
が
多
い
と
聞
い
て
い

る
。
社
長
交
代
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
よ
。

ࠤ
ੜ

よ
し
、
整
理
し
て
い

こ
う
。
ま
ず
、
知
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
は
、
後
任
社
長
（
Ｐ

Ｄ
）
向
け
の
就
労
ビ
ザ
は
直
ぐ

に
は
申
請
が
開
始
で
き
な
い
。

取
締
役
や
コ
ミ
サ
リ
ス
向
け
の

置
を
陳
情
し
た
経
緯
は
あ
る
が

当
局
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
考
慮

し
て
く
れ
な
い
の
が
現
実
だ
。

実
務
で
は
、
現
社
長
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ａ
が
有
効
な
う
ち
に
、
委
任
状

を
作
成
し
、
他
の
誰
か
に
権
限

ビ
ザ
申
請
は
「
定
款
（
Ａ
Ｋ
Ｔ

Ａ
）
の
変
更
お
よ
び
法
務
人
権

省
へ
の
登
記
」
が
先
に
完
了
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

େ
୩

ま
ず
は
「
定
款
変
更

及
び
登
記
」
が
先
で
「
就
労
ビ

ザ
申
請
」
が
そ
の
後
っ
て
こ
と

だ
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
定
款

変
更
で
Ｐ
Ｄ
に
就
任
済
み
で

も
、
実
際
に
Ｐ
Ｄ
と
し
て
就
労

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
の
は
ま

だ
ま
だ
先
で
ズ
レ
が
あ
る
っ
て

こ
と
か
な
？

ࠤ
ੜ

さ
よ
う
。
定
款
変
更

と
登
記
で
会
社
法
上
の
Ｐ
Ｄ
就

任
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
発
効
で
労
働
法

上
で
の
Ｐ
Ｄ
就
任
と
な
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
あ
れ
ば
、
会

社
法
だ
け
を
考
慮
す
れ
ば
良

い
。
定
款
変
更
・
登
記
す
れ
ば

そ
れ
だ
け
で
Ｐ
Ｄ
と
し
て
就
労

が
出
来
る
。
一
方
、
外
国
人
の

場
合
は
労
働
法
に
も
縛
ら
れ

る
。
つ
ま
り
就
労
ビ
ザ
で
入
国

し
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
就
労
許
可
証
が
発

効
し
た
時
点
で
初
め
て
就
労
が

可
能
と
な
る
の
だ
。

େ
୩

外
国
人
は
Ｐ
Ｄ
と
し

て
の
就
労
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
ま
で
に
余
計
に
時
間
と
手
間

が
か
か
る
の
だ
ね
。

ࠤ
ੜ

会
社
法
と
労
働
法
と

が
嚙
み
合
っ
て
い
な
い
制
度
設

計
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
有
の
現
象
と

も
言
え
る
ね
。

େ
୩

と
に
か
く
、
す
ぐ
に

変
更
定
款
と
登
記
を
完
了
さ
せ

る
よ
う
動
く
よ
。
登
記
が
終
わ

れ
ば
、
す
ぐ
に
新
社
長
の
ビ
ザ

申
請
開
始
だ
ね
。

ࠤ
ੜ

い
や
、
も
う
一
つ
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
社
長

や
所
長
と
し
て
の
就
労
許
可
証

は
同
一
ス
ポ
ン
サ
ー
内
で
一
人

し
か
保
有
で
き
な
い
と
い
う
点

だ
。
つ
ま
り
阿
部
現
社
長
の
就

労
許
可
証
を
取
り
消
さ
な
い
限

り
、
新
社
長
の
就
労
ビ
ザ
の
申

請
手
続
き
が
開
始
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
就
労
許
可
証
を
取
消

す
た
め
に
は
Ｅ
Ｐ
Ｏ
（
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｓ
取
消
）
が
求
め
ら
れ
る
。

େ
୩

え
え
っ
、
新
Ｐ
Ｄ
の

就
労
ビ
ザ
プ
ロ
セ
ス
開
始
の
前

に
阿
部
社
長
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
が
必
要

と
い
う
こ
と
は
、
社
長
不
在
期

間
が
発
生
し
て
し
ま
う
よ
。
二

人
が
同
時
に
同
じ
社
長
と
い
う

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
就
労
許
可
証
が

持
て
な
い
の
は
、
理
屈
は
わ
か

る
け
ど
、
人
員
交
代
の
時
く
ら

い
は
重
複
を
認
め
る
特
別
措
置

が
あ
っ
て
も
良
い
よ
ね
。

ࠤ
ੜ

ま
さ
し
く
。
特
別
措

ࠤ
ੜ
म
࿠

心
ಘ
͑
の
৚

一

取
締
役
の
就
労
ビ
ザ
手
続
き
開
始
は
、
定
款
変
更
と

法
務
人
権
省
へ
の
登
記
完
了
が
前
提
と
な
る
。
ま
ず
は
定
款

変
更
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
。

二

社
長
枠
の
就
労
許
可
証
は
、
同
一
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業

で
一
人
し
か
保
有
で
き
な
い
。
後
任
社
長
の
手
続
き
を
開
始

す
る
に
は
現
社
長
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
が
必
要
と
な
る
た
め
、
社
長
不

在
期
間
が
発
生
す
る
。
委
任
状
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
。

ࣾ௕ަ୅ʁʂ

法
も
検
討
で
き
た
ら
よ
い
ね
。

大
谷

就
労
ビ
ザ
で
入
国
す
る

方
法
と
Ｃ
18
ビ
ザ
か
ら
の
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｓ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
法

と
双
方
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

成
し
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る

よ
ࠤ。

ੜ

一
点
、
Ｃ
18
ビ
ザ
で

の
滞
在
中
は
未
だ
就
労
許
可
証

が
発
効
し
て
い
な
い
の
で
社
長

と
し
て
の
署
名
行
為
な
ど
正
規

就
労
が
で
き
な
い
の
で
そ
こ
は

注
意
し
て
お
い
て
ね
。

େ
୩

今
回
の
Ｋ
Ｐ
Ｋ
の
メ

ス
を
機
に
イ
ミ
グ
レ
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
全
体
が
良
い
方
向
に
動

け
ば
い
い
ね
。

ࠤ
ੜ

ど
う
だ
ろ
う
な
。
独

立
し
て
か
ら
80
年
余
。
長
い
年

月
で
根
付
い
て
き
た
文
化
や
社

会
意
識
を
変
え
る
の
は
容
易
で

は
な
い
か
も
ね
。
良
く
変
わ
っ

た
ら
ラ
ッ
キ
ー
く
ら
い
に
考
え

て
い
る
。
ど
う
あ
れ
地
球
は
回

り
続
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、
目

の
前
の
現
実
に
対
応
し
て
い
く

だ
け
だ
。

͠
Έ
ͣ
ɾ
͜
͏
΁
͍

大

学
時
代
に
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
へ
の
留
学
を
経
験
。
卒
業

後
は
姫
路
市
役
所
に
入
庁

し
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

携
わ
る
。
そ
の
後
、
再
び
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
縁
に
導
か

れ
、
２
０
２
４
年
12
月
Ｆ
Ｐ

Ｃ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
入
社
（
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
。
兵
庫
県
生
ま
れ
、
29

歳
。

※
本
連
載
は
、
実
際
に
起
き

た
事
例
を
参
考
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
滞
在
、
就
労
す
る
上
で

気
を
付
け
る
点
に
つ
い
て
説
明

す
る
も
の
で
、
登
場
人
物
や
事

象
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
実

際
の
事
案
に
対
応
す
る
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
の
上
、
各

自
の
ご
判
断
で
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
×
　
　
×

「
修
郎
先
生
の
事
件
簿
３
」

は
、
原
則
、
毎
月
第
１
水
曜
に

掲
載
し
ま
す
。

佐
生
修
郎
（
さ
し
ょ

う
・
し
ゅ
う
ろ
う
）
は
就

労
ビ
ザ
専
門
会
社
で
働
く

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
現
場

で
起
こ
る
予
期
せ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
と
複
雑
怪
奇
な
制
度

の
狭
間
で
日
々
課
題
解
決

を
推
進
し
て
い
る
。
制
度

の
読
み
解
き
と
現
場
感
覚

を
武
器
に
、
数
々
の
困
り

ご
と
を
解
決
し
て
き
た
。

座
右
の
銘
は
「
当
た
っ
て

砕
け
ず
」
。

を
委
任
し
て
対
応
す
る
の
が
一

般
的
だ
。

େ
୩

な
る
ほ
ど
。
ち
な
み

に
社
長
の
ビ
ザ
は
申
請
を
開
始

し
て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
で
取
得

で
き
る
？

ࠤ
ੜ

取
締
役
以
上
の
場
合

は
労
働
省
の
審
査
の
関
所
で
あ

る
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
面
談
）
」
が

免
除
さ
れ
る
。
他
省
庁
で
既
に

承
認
さ
れ
た
立
場
で
あ
る
た

め
、
労
働
省
と
し
て
も
否
認
し

に
く
い
よ
う
だ
。
労
働
省
で
の

手
続
き
（
Ｒ
Ｐ
Ｔ
Ｋ
Ａ
就
労
枠

と
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ａ
就
労
許
可
）
は
約

16
営
業
日
と
な
る
。

େ
୩

あ
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｅ

面
談
は
指
定
日
に
審
議
官
が
現

れ
ず
延
期
に
な
る
こ
と
も
多
か

っ
た
か
ら
、
免
除
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
立
て
や
す
く
て
助
か

る
ࠤ。

ੜ

だ
が
、
そ
の
後
イ
ミ

グ
レ
総
局
で
の
ビ
ザ
取
得
所
要

時
間
が
読
め
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。େ

୩

え
え
っ
、
以
前
は
５

営
業
日
で
取
得
で
き
た
よ
ね
？

も
し
か
し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｋ
（
汚
職

撲
滅
委
員
会
）
が
イ
ミ
グ
レ
を

捜
査
し
て
い
る
事
が
影
響
し
て

い
る
？

ࠤ
ੜ

さ
よ
う
。
計
８
人
が

Ｋ
Ｐ
Ｋ
容
疑
者
と
し
て
身
柄
を

拘
束
さ
れ
イ
ミ
グ
レ
総
局
内
に

激
震
が
走
っ
た
よ
う
だ
。
一
部

の
職
員
は
事
情
聴
取
等
に
時
間

を
取
ら
れ
、
通
常
業
務
に
遅
延

が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
「
エ
ク

ス
プ
レ
ス
処
理
の
停
止
」
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
表
さ
れ
た
。
現
在
は

８
〜
10
営
業
日
程
度
を
見
込
ん

で
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

େ
୩

う
わ
ー
、
そ
れ
は
影

響
が
大
き
い
な
。
希
望
的
観
測

を
捨
て
、
現
実
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
む
こ
と
が
大
事
に
な

っ
て
く
る
ね
。

ࠤ
ੜ

入
国
を
早
め
た
い
場

合
に
は
、
Ｃ
18
就
労
予
定
者
ト

ラ
イ
ア
ル
ビ
ザ
な
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
ビ
ザ
で
先
に
入
国
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
居
な
が
ら
に
し
て

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
へ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

（
ス
テ
ー
タ
ス
変
更
）
す
る
方

清水康平


